養殖業改善計画書(別紙様式３)

（資材・機材の導入費支援申請用）
令和　年　月　日作成
※示している枠は必要に応じて広げる等して、十分に内容を記入してください。
[bookmark: _Hlk193355202]※記入にあたっては、記載例をご参照ください。
	養殖経営体名
	（ふりがな）


	代表者名
	（ふりがな）


	所在地
	（ふりがな）
〒

	連絡先
	TEL:
E-mail：

	所属漁協名
（所属している場合のみ）
	

	使用するガイドライン
	使用する養殖事業性評価ガイドラインを○で囲んでください。
１．魚類養殖　　２．貝類養殖　　３．藻類養殖
４．陸上養殖　　５．その他養殖　
６. 内水面養殖（サケ・マス類、アユ）

	養殖魚種名
	



（養殖経営体以外の者が代理し申請する場合は記入）

	代理申請者
	（ふりがな）


	代表者名
	（ふりがな）


	所在地
	（ふりがな）
〒

	連絡先
	TEL:
E-mail：

	養殖経営体との関係
	


（記入に当たっての留意事項）
　以下の設問１から６の記入に当たっては、「養殖業事業性評価ガイドライン」「令和７年度マーケットイン型養殖業等実証事業公募要領」及び「令和７年度マーケットイン型養殖業等実証事業の手引き」を参考に記入ください。


１．あなたの養殖経営に関する現状認識や経営改善の意思等について、「養殖業事業性評価ガイドライン」の第３章「事業性評価の評価項目と評価手法」を参考にしながら、項目ごとに記載してください。
	①市場動向







	②経営事業継続力








	③販売力







	④動産価値






	⑤品質管理・生産管理







	⑥リスク管理・対策







	⑦事業性評価の結果を踏まえた各項目の改善点等について（上記の項目番号ごとに記載）










２．マーケットイン型養殖業を実践するため、①養殖の生産から加工・流通・販売に至るまでの取組として具体的に何をしていくのか、②需要を意識してエンドユーザー（消費者、量販店、外食等）と具体的に何をしていくのかという２つの視点から記載してください。
　　なお、取組を他の養殖経営体などと連携して行う場合には、その形態と連携先の名称を具体的に記載してください（別紙図示等可）。
	









	事業性評価の結果を踏まえた改善点等について












（注）設問を記入するに当たり、「養殖業事業性評価ガイドライン」の第１章・第２章（内水面養
殖業においては、第１章・第２章、第３章）を参考としてください。



３．貴経営体の体制について項目ごとに記載してください。
	①業務実施体制









	②会計処理体制








	③事業性評価の結果を踏まえた各項目の改善点等について（上記の項目番号ごとに記載）










-2-

４． 養殖を行う施設の全体規模がわかる図面及び写真を添付してください。
	



５．現在の施設等の状況を記載してください。

	施設名
	所有者（個人・共同利用の別）
	使用者
	規格
	施設数
	備考（活用した事業名・時期等）

	養殖施設
	　
	　
	　
	　
	　

	陸上施設
	　
	　
	　
	　
	　

	その他関係施設
	　
	　
	　
	　
	　

	資材・機材
	　
	　
	　
	　
	　








６－１．導入予定の資材・機材のリストを作成し、マーケットイン型の養殖業への転換にそれぞれの資材・機材の導入がどう結びつくのか示して
ください（書式例３）。また、導入した資材・機材を活用しどのような実証事業に取組むのか記載してください。
	○導入予定資材・機材のリストと導入による効果（書式例３を作成・貼付）





























[image: ]

○取組む実証項目
	No.
	取組内容
	取組内容に対する定性的な目標

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


※枠は適宜追加してください。












６－２．資材・機材導入後の養殖生産計画を作成し貼付してください（書式例２）。

	
[image: ]





[bookmark: _Hlk128649856][bookmark: _Hlk128649872]６－３．６－１及び６－２に記入した内容を踏まえ、今後５年間の収支計画がどうなるのかを示しつつ（書式例１）、その理由を記載してください。

	○収支計画（書式例１を記入・貼付）とその理由を記載




[image: ]




















































６－４．６－１～６－３に記入した内容を踏まえ、目標（KPI：Key Performance Indicator）を
設定し、定量的に示してください。
なお、経営改善に関する指標（粗利率の改善等）については必須項目とします。

	No.
	項目
	現状
	目標（KPI）

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


※枠は適宜追加してください


７－１．本計画に基づく実証事業の成果を個人情報や企業秘匿に関することを除いて公表することに同意し、養殖業成長産業化の取組に協力できますか。
	・はい　　　　　・いいえ



７－２．事業性評価を実施した評価機関を記載してください。
	



７－３．事業性評価の実施を通じて、貴経営体の強み・弱みの把握が期待出来ますが、
この評価を受けて今後の事業に活用していく意思はありますか。
	・はい　　　　　・いいえ



７－４．事業性評価を活用して、金融機関からの融資を受ける予定はありますか。
	・はい　　　　　・いいえ



[bookmark: _Hlk128649895]７－５．導入する資材・機材は、マーケットイン型の養殖業への転換に直接必要なものであり、従来設備の更新や、単純な増産のためのものは支援の対象外となります。そのようなものが含まれていないこと、また生産規模に対して適正な設備となっていることを確認しましたか。
	・はい　　　　　・いいえ



８．（別紙）令和７年度マーケットイン型養殖業等実証事業公募要領に記載の「補助金に応募する際の注意点」を確認し、その内容について理解しました。
	・はい　　　　　・いいえ




（注1） 本様式に記入する以外に参考となる資料を添付していただくことは可能です。
（注2） 本様式によらず独自の書式で申請することは可能です。その場合は本様式で求めた質問事項を満たしていない場合、形式要件が満たされていないとして採択不可となります。
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養　殖　生　産　計　画　書

養殖種類

決算期

【計画】

年 R7 R8 R9 R10 R11

月

1 2 3 4 5 6 7 8 9

10 11 12

1

2 3 4 5 6 7 8 9

10 11 12

1 2 3 4 5 6 7 8 9

10 11 12

1 2 3 4 5 6 7 8 9

10 11 12

1 2 3 4 5 6 7 8 9

10 11 12

1 2 3 4 5 6 7 8 9

10 11 12

1 2 3 4 5 6 7 8 9

10 11 12

資材機材

導入計画

1期目

2期目

3期目

【導入予定の資機材】 ①

（書式例２）

R13

事業実施者名



R12
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養殖経営体名

養殖種類

魚 種 等

決算月

←経営体の決算月を入

力してください。

(単位：トン、千円) （税込）

現状 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

年

( 売上数量)

売　上　高

収入合計　a

人　件　費

燃　油　代

種　苗　代

餌　料　代

漁　具　費

保　険　料

公 租 公 課

販 売 経 費

そ　の　他

一般管理費

減価償却費 b

経費合計 c

支

　

　

　

　

　

　

　

　

出

損益 d=a-c

償却前利益 e=d+b

養 殖 業 収 支 計 画 書



科目

収

入


